
日
本
工
業
大
学 

 
宮宮
代代
会会
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報報  

第
八
号 

平

成

十

五

年

十

二

月

発
行 

 
 

 
 

      

安
房
小
湊
に
て
臨臨
時時
総総
会会
をを
開開
催催 

 

十

一

月

二

十

九

日
、

千

葉

県

の

外

房

に

位

置

す

る

安

房

小

湊

温

泉｢

ニ

ュ

ー

小

湊

ホ

テ

ル

吉

夢｣

に
て
恒
例
の
（
？
）
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま

し

た

。

当
日
は

佐

藤
登
美

雄

会
長
以

下

十
九

名
の

会
員

と

特

別

会
員
よ
り

滝

口
後

援

会

会
長

と

小

笠

原

副

会
長

、

大
川

理

事

長
、

神

馬

学

長

ご

夫
妻

、

藤

田
総

務

部
長
、

渋

谷

総

務

課

長
、

飯
島
総

務

課

員

の

出

席

を
得

て
、
総

勢

二

十
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

年

代

も

出

身

地

も
様

々

な

会

員

ら

が

、

海

の

幸

や
差

し

入

れ
の

地

酒

に

舌

鼓

を

打

ち

な

が

ら

大
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

翌
日
は
、
季
節
は
ず
れ
の
台
風
と
低
気
圧
に

見
舞
わ
れ
て
、
ど
し
ゃ
降
り
の
悪
天
候
と
な
り
、

予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

紅
葉
の
最
盛
期
を
迎
え
た
「
養
老
渓
谷
」
を
散

策
す
る
予
定
で
し
た
が
、
急
遽
「
鴨
川
シ
ー
ワ

ー
ル
ド
」
へ
。
イ
ル
カ
や
シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー
を

見
て
い
る
と
、
そ
の
愛
ら
し
さ
と
妙
技
に
感
動

を
覚
え
、
予
定
変
更
も
悪
く
は
な
か
っ
た
か
な

と
思
っ
た
一
同
で
し
た
。
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
出

発
す
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
バ
ス
は
昼
食
会

場
の
金
谷
へ
と
進
み
ま
す
。
山
間
を
抜
け
て
い

く
道
中
で
は
、
車
窓
か
ら
美
し
い
紅
葉
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
昼
食
と
海
産
物
の
買

い
物
を
済
ま
せ
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
通
っ
て
「
海

ほ
た
る
」
で
し
ば
し
休
憩
。
こ
の
頃
に
は
う
っ

す
ら
と
陽
も
射
し
て
き
て
、
東
京
湾
岸
の
夕
景

を
眺
め
な
が
ら
、
の
ど
か
な
午
後
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
再
び
バ
ス
に
乗
り
、
開
発
が

進
む
都
心
の
名
所
を
通
り
抜
け
な
が
ら
東
京
駅

に
て
解
散
。
楽
し
か
っ
た
一
泊
二
日
の
旅
の
思

い
出
を
胸
に
、
各
々
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 



【柳 澤
やなぎさわ

 章
あきら

 新 学 長 の主 な経 歴 】 

昭 和 １８年 ９月 ３０日 生  

同 ４３年 ３月  千 葉 大 学  

大 学 院 工 学 研 究 科 機 械  

工 学 専 攻 修 士 課 程 修 了 / 

同 年 ４月  日 本 工 業 大 学  

工 学 部 機 械 工 学 科 に 

助 手 として勤 務 /同 ６２年  

３月  工 学 博 士 （東 京 大 学  

）/平 成 ３年 １１月  同 大 学  

教 授 （現 在 に至 る）       

同 ７年 ４月  同 大 学 工 学 部 機 械 工 学 科 主 任

（平 成 １０年 ９月 まで） 

同 年 ７ 月  学 校 法 人 日 本 工 業 大 学 評 議 員

（現 在 に至 る） 

同 １ ４ 年 ６ 月  日 本 工 業 大 学 教 務 部 長 補 佐

（平 成 １５年 ３月 まで） 

同 １ ５ 年 ４ 月  学 校 法 人 日 本 工 業 大 学 理 事

及 び日 本 工 業 大 学 教 務 部 長 （現 在 に至 る）  

学
長
が
交
代
し
ま
す 

平
成
七
年
十
二
月
二
十
日
の
就
任
以
来
、
二

期
八
年
間
に
わ
た
り
学
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の

気
さ
く
な
人
柄
で
宮
代
会
の
皆
様
か
ら
も
大
変

親
し
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
神
馬 

敬
先
生
が
こ
の

度
任
期
満
了
に
伴
い
、
十
二
月
十
九
日
を
も
っ

て
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
学

長
に
就
任
さ
れ
る
の
は
、
教
務
部
長
の
柳
澤 

章

機
械
工
学
科
教
授
で
、
任
期
は
平
成
十
五
年
十

二
月
二
十
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
二
月
十
九
日

ま
で
の
四
年
間
と
な
り
ま
す
。

 

     

新
春
懇
親
会
の
お
知
ら
せ 

 

来

年

、

平
成
十
六
年
一
月
十
一
日
（
日
）
午
後

三

時

半

か

ら

「
東

京

ド
ー
ム

ホ

テ
ル

」

で

後

援

会

・
工

友

会
と

合

同

の

新
春

懇

親

会

を

開

催
し

ま
す
。

皆

様

お

誘

い

合
わ
せ

て

ご
参

加

賜

り

ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

*********************************** 

平
成
十
五
年
度 

宮
代
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

宮

代

会

費

を

ま

だ

納

入

さ

れ

て

い

な

い

会

員

の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
年
会
費 

壱
万
円 

（
内
七
千
円
は
百
周
年
事
業
積
立
金
） 

○
納
入
方
法    

①
郵
便
局
よ
り
振
込
（
用
紙
同
封
） 

口
座
番
号 00120-6-114124 

  

加
入
者
名 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

②
銀
行
よ
り
振
込 

み
ず
ほ
銀
行 

春
日
部
出
張
所 

口
座
番
号 

(

普)757091 

受
取
人 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

③
現
金
書
留 

〒345-8501 

  

南
埼
玉
郡
宮
代
町
学
園
台
四
―
一 

  

日
本
工
業
大
学
内 

宮
代
会
事
務
局 

○
お
問
い
合
せ
先 

   

〇
四
八
〇
（
三
三
）
七
五
〇
四 

倉
島 

※
未
納

の

会

員

に

は

振
込

用

紙

が

同
封

さ

れ
て

い
ま
す

の
で

十
二

月

末
日
ま
で

に

お

振

り

込

み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※ 今 回 お 届 け の 会 報 と と も に 以 下 の 資 料 を 同 封

さ せ て い た だ き ま し た 。  

○新 春 懇 親 会 のご案 内 及 び返 信 はがき 

○宮 代 会 費 振 込 用 紙 （未 納 の方 のみ） 

○後 援 会 会 報  第 64 号  

○天 満 宮 だより及 び振 込 用 紙  

▲昨 年 の新 春 懇 親 会 で手 品 を披 露 してくれた  
杉 山 さんとアシスタント ( ? )の齋 藤 悦 子 さん  



  
 

        

  

 


